
レディーミクストコンタ)―卜配合計画書
配

2026年 4月 1日

合田産業株式会社 福山工場
広島県福山市箕沖町64番地

TEL:084-959-6383・ FAX: 084-959-6384

配合計画者名 森 康 一

工 事 名 称

所   在   地
納 入 予 定 時 期

本配合 の適用期間
3月 11日 ～6月 10日 、9月 21日 ～ 12月 10日

(標準配合 )
ヨンク,‥卜の打込み箇所

配 合 の 設 計 条 件

呼び方

コンク リー トの

種類 による記号
呼び強度

スランフ
ロ
又|まスランフ

▽
フロー

Cm

粗骨材の最大寸法
■lm

セメントの種類
イこよる記号

普通 27 12 20 BB

1

ト

J

（必
須
）

セ メ ン ト の 種 炎 に 粗 骨 材 の 最 大 寸 法 呼 とこ

骨 材 の 種 類 使用材料欄に記載
ア ル カ リ シ リ カ 反 応

抑 制 対 策 の 方 法

BB

詈曾

跡 る 使用材料欄に記載 のヽ と 費質量 ―kg/ュゴ

舗装コンクリートの強度試験方法 コ ン ク リ ー トの 温 度 ― ℃

水   の   種 買 料欄 に i 維メント鵡 ■＼潮輪湖鵬め即働上l艮 55

に 単位水量の 目標値 の上限 ―kg/ュf
―kg/だ 以下 単 1量の目 ―kg/♂

呼び強度 を保証す る材齢 一 日
流朝佐後のスランプ又はスランプフローの増大量

空 気 皇

使 用 材 料

セ メン ト生 産 ; ←名 太平洋セメン ト株式会社 密度 g/∬ 3.04 Na20 eq %

混和材①
製品名 種 類 密度 g/誘

a20eq

%混和材②

¶ハ 種  類 産 地 又 は 品 名
ア″))ンナ

'

性ヽ iる 区 粒の大きさ
の範囲

粗粒率又は

難

々 笛 微粒分量の

範囲%乞表 乾

命 砕砂 愛媛県今治市大三島町肥海 A 化学法 5以下 2.80 2.59 2.64 7.0± 2.0

②砕砂 (石灰 ) 大分県津久見市上青江 A モルタルバー法 5以下 2.80 2.63 2.66 7.0± 2.0

③

畑 0 砕石 愛媛県今治市大三島町肥海 (2010) A 化学法 20′
‐ヤ10 7.00 2,72 0.5± 0.5

2 砕石 愛媛県今治市大三島町肥海 (1505) A 化学法 15ハV5 6.30 2,72 0.5± 0.5

⑤

@
混和剤①

製品名

マイティ1000S

種 類

AE減水剤 (標準形 I種 )
eq

%

0.9

混和剤②

混和剤③
細骨材の塩化物量 % の '回収水(上澄み水) 目標カッデ固燐

°
/c

回収 使用方法 細 骨 材 粗 骨 材 がッデ水醐 方法

配  合  表  kg/督

セメント
混 和 材

水
細  骨  材 粗   骨   材 混    不日   斉J

( (2) ) ( ( ) ③

327 175 333 503 533 438 2.78

水 セ メ ン ト比 53.5% 水 結 合 材 比 % 細 骨 材 率 46.9%

備考
甲【鞘 ピ

和剤の使用量に引くは,断りなし酸更する場合がある。



配合計算書
配 合 の 設 計 条 件

の
号
卜
記
一
る

ジ

よ

ク

に
ン
類
コ
種 呼び強度

スランフ
°
又イまスランフ

°
フコー

Cm

粗骨材の最大寸法
■lm

セメントの種類
による記号
BB

呼び方
普通 27 12 20

セ / の 呼び方欄 に記 i の
Ｌ

Ａ
去び方欄に記載J

メ

I

H

]

（必
須
）
骨 材 の 種 類 使用材料欄に記載

応
法
反
方
カり

の

シ

策

り

対

カレ

一市

ア
抑

BB

滸 小¢功′カリ冽妨期志lttlこよる区分 使用材料欄に記載 量コンクサートの ―kg/ポ

舗装コンクサートの強度試験方法 コ ン ク リ ー ト の 温 度 ― ℃

55水 の 種 類 使用材料欄に記載 ント

乳目≧Я泊材料の種類及び使 用電 使用材料及び配合表 に記載 の の 罠 ―kg/】ぜ

里 ―kg/ゴ 以下 単位セメン1量の目標値の下限又は目標値の上限 ―kg/】ず

呼び強度 を保証す る材齢 一 日

（任
立思
）

垣
些
墳

空 気 量 ― % 流動化後
のスランプ又はスランプフローの増大量 ~~C皿

v =10.0( 1 1珍 工V

(2)配合強度 (m)

= 1.250
2・ V
1

α 1

1-
100

よって m=33.8 N/紆
m=α l× SL=1.250× 27=33.8N/mm2

一一

〓

ｍ

Ｃ

-13.21+25.22× C/W
25。 22■ (33.8+13.21)× 100=53.5%≦ 【55%(上限値)】

.・.W/C=53.5 %

(3)水セメン ト比 (W/C)
W/

の 綬:提邑に て W= 1754
(5)単位セメント量 (C) C =W■  (W/C)× 100= 175

Cv=C■ 密度

一一

〓

０

４

０

００
υ

×

二
・

５

，
７

０
υ
　
Ｏ
る

５

３

と
，

〓

327
108
kg/コだ
″/だ

6 A =4.5 × 1000 = 45    ゼ
か さ容積 =0.615ゴ /ゴ    笑積
Gv == 0.615 × 1000 × 58.0 →1 1
Gl=G lv× 表乾密度 =196× 2.

G2=G2v× 表乾密度 =161× 2.

一十
一一
一一
〓

率
００
７２
７２

58.0
357
533
438

°
/o

″/♂
kg/督
k宮 /だ

６

１

９

６

一一
〓

％

％
０

０

(7)単位粗骨材量 (G)当 工場の実績により

G lv= Gv × 55
G2v=Gv× 45

ゼ/♂
″/♂

(8)単位細骨材量 (S)
S lv = Sv × 40
S2v = Sv × 60

一一
〓

％

％
０

０

の
る

Ｑ
∪

Sv=1000-(W+Cv+Gvtt A)
6 ″/督  Sl=S lv× 表乾密度
9 〃/♂  S2=S2v× 表乾密度

一一
一一
〓

000 -- 685
26 × 2.64
89 × 2.66

３

３

５

一一
一一
〓

15

33
03

ゼ/だ
kg/♂
kg/♂

糸田′
.材
率 I S /a S a = Sv■ Gv+Sv × 100 = 46,9| 9

10 阜イ下1乳木日P =C×A A 327 × 0.850 = 2.78

配  合  表  kg/♂
混 和 材 細  骨  材 粗   骨   材 混   和   剤

(2) (3)
セメント

( )
水

① ② ① ⊃ 9 に1)

327 175 333 503 533 438 2,78

砕砂 :石灰砕砂 =40160
石九十石 2010: 1505-二 55 :45水セメン ト比 53.5% 細 骨 材 率 46.9% 骨材混合比

鬱軒封財含)
備 考



レディーミクストコンタ)― 卜配十卦計画書
No.

2026年 4月 1日

合田産業株式会社 福山工場
広島県福山市箕沖町64番地

TEL: 084-959-6383・ FAX:084-959-6384

配合計画者名 森 康一

工 事 名 称

所   在   地
納 入 予 定 時 期

本配合の適用期間
6月 11日 ～9月 20日

(夏期修正標準配合 )
ヨンクリートの打込み箇所

配 合 の 設 計 条 件

呼び方

コンクリー トの
種類による記号

呼び強度
スランフ
°
又イまスランフ

や
フロー

Cm

粗骨材の最大寸法
■lm

セメントの種類
による記号

普通 27 12 20 BB

J

ソ

]

ヨ

（必
須
）
|

ミ

セ メ ン ト の 貫 に 且 の 誌大 寸 法 に

骨 材 の 種 類 使用材料欄に記載
ア ル カ リ シ リ カ 反 応

抑 制 対 策 の 方 法

BB

詈魯

使用材料欄に 尭 軽量コンク,い卜の 里 一kg/♂
ンクリートの コ ン ク リ ー の ― ℃

の 買 料 欄 に i ン 55%
昆ラ
'日

の び 収 オ料扱 鳳に記載 単位 水 量 の 目標値 の上 限 ―kg/ュゴ

ヒ
/グ

J 手 有 量 下 単位セメン`量の日標値の下限又lよ日標値の上限 ―kg/ど

呼び強度 を保証す る 一 日
流朝と後のスランプ又はスランプフローの増大量

~~CШ

空 気 塁 ― %

使 用 材 料

セ メン ト生 産
'

←名 太平洋セメント株式会社 密度 g/爾 3,04 a20e %
混和材①

製品名 種 類 度 g/誘
Na20 eq

%混和材②

種  類 産 地 又 は 品 名
F″ ) に る 粒の大きさ

の範囲
粗粒率又

`ま籍
劉更 g/ 帥 微粒分量の

範囲%試験方法 家

C 砕砂 愛媛県今治市大三島町肥海 A 化学法 5以下 2.80 2.59 2.64 7.0± 2.0

② 砕砂 (石灰 ) 大分県津久見市上青江 A モルタルバー法 5以下 2.80 2.63 2.66 7.0± 2.0

⑥

舶 ① 砕石 愛媛県今治市大三島町肥海 (2010) A 化学法 20-10 7.00 2.72 0.5± 0.5

② 砕石 愛媛県今治市大三島町肥海 (1505) A 化学法 15-5 6.30 2,72 0.5± 0.5

⑥

④

混和剤①

製品名

マイティ1000SR

種 類

AE減水剤 (遅延形 I種 )
Na20 eq

%

1.0

混和剤②

混和う

細骨材の塩化物量 % 水の種類 上水道水 1回収水(上澄み水) 目方騨ラッデ固牌
°
/c

回収骨材の使用方法 細  骨 材 粗 骨 材 がッシ
｀
水卿 方法

配  合  表  kg/♂

セメント
混 和 材

水
細  骨  材 粗    骨   材 混   和   剤

9 (2) 2) ) ③

327 175 333 503 533 438 3.34

水 セ メ ン ト比 53.5% 水 結 合 材 比 % 細 骨 材 率 46.9%

備 考
甲 4質邑甥 ピ

和剤のl更用量に引<は ,晩りなし曖 史する場合があるO



配合計算書

配 合 の 設 計 条 件
スランフ
▽
又イまスランフ

Ψ
フロー

Cm

粗甘材 の最大寸法
lrlm

セメントの種類
による記号

コンクリー トの
種類による記号

呼び強度
呼 び方

普通 27 12 20 BB
セ メ ン ト の 種 類 呼び方欄に記載 粗 骨 材 の 最 大 寸 法 呼び方欄に記載

BB
J

ノ

]

ヨ

韮

（必
須
）
骨 材 の 種 類 使用材料欄に記載

応
法
反
方
カり

の

シ

策
ジ

対

カレ
炸市

ア
抑

己載 軽量コンク の ―kg/ュぜ渭布
～
吻批力)冽カオ刃志lttlこよる騎 使用材料欄に「

コ ン ク リ ー トの 温 度 一 ℃

の 使用材料欄に記載 水セメンM扱0叡は対酷蹴比の日柵口9上根 55%
混和材料の種類及び使用量 使用材料及び配合表欄に記載 単位水量の 目標値 の上限 ―kg/1ゴ

物 有  量 ― kg/だ 以下 単位セメント量の日標値の下限又は目標値の上限

呼び強度 を保証す る材齢 一 日
〓
軋

流勘化後のスランプ又はスランプフローの増大量 ~Cm

（任
立已

垣
豊
墳

空

| 1 |ク 1係数 V v =10.0に よの

(2)配合強度 (m)

= 1,250
2・ V
1

α 1

1-
100

よって m=33.8 N/紆
m=α l× SL=1,250× 27=38.8N/mm2

(3)水セメント比lW/C) m=-13.21+25,22× C/W
W/C=25,22■ (33.8+13.21)× 100=53,5%≦ 【55%(上限値)】

∴W/C=53.5 %
4 単イア水 W) 当工場 の実績 によ り W=175 kg/ゴ
(5)単位セメント量 (C)・ C=W■ (W/C)× 100=175■ 53.5× 100=327

Cv=C■ 密度 =327■ 3.04=108
kg/コざ
ゼ/♂

〈6 }空気量 | A A=4.5 × 1000 = 45   ゼ

６

１

９

６
一一
〓

％

％
・

０

　

，

０

５

５

５

４

×

×

Ｖ
　
Ｖ

Ｇ

Ｇ
一一
〓

G
G
G

容積 =0.615だ /ゴ    実積率 =
v == 0.615 × 1000 × 58.0 ■ 100 =
1=G lv× 表乾密度 =196× 2.72=
2=G2v× 表 乾密度 =161× 2,72=

58,0
357
538
438

%
″/笛
kg/♂
kg/ぜ

か さ

３ｍ
３ｍ

／

／

ゼ

″

(7)単位粗骨材量 (G)当 工場の実績により

G lv
G2v
(8)単位細骨材量 (S)
S lv = Sv × 40
S2v = Sv × 60

６

９

９
留

Ｒ

）

一一
〓

％

％
０

０

ゼ/ぜ   Sl= S lv×表
ゼ/ぜ   S2=S2v× 表

乾密
乾密

度

度

一一
一一
〓

000 -- 685 == 315
26 × 2.64 == 333
89 × 2.66 == 503

ゼ/♂
kg/ぜ
kg/♂

Sv=1000-(W+Cv+G vtt A)

9 1糸田J .材率 | Sv■S a S a Gv+Sv × 100 =三  46.9
10: 等」と Ad=C× 327 × 1.020 = 3.34A

配  合  表  kg/督
細  骨  材 粗    骨   材 混   和   斉J混 和 材セメント

(1 ¢ )
水

Cl) (2う (1) (2) (0 (1) (2) (39

3.34327 175 333 503 533 438

水セメン ト比 53.5% 細 骨 材 率 46.9% 2010: 1505==55
60
45

==40

備 考



レディーミクストコンタ)―卜配合計画書
NO。

2026年 4月 1日

合 田産業株式会社 福山工場
広島県福山市箕沖町64番地

TEL:084-959-6383・ FAX:084-959-6384

配合計画者名 森 康一

工 事 名 称

所   在   地
納 入 予 定 時 期

本配合 の適用期間
12月 11日 ～3月 10日

(冬期修正標準配合 )
コンクリートの打込み箇所

配 合 の 設 計 条 件

呼 び方

コンクリー トの
種類 による記号

呼び強度
スランフ
°
又|まスランフ

°
フロー

Cm

粗骨材の最大寸法 セメントの種類
による記号

普通 27 12 20 BB
J

メ

】

ユ

ト

と

（必
須
）

セ メ ン ト の ラ 呼び方欄に記載 粗 骨 材 の 最 大 寸 法 呼び亥 イこ

骨 材 の 種 類 使用材料欄に記載
ア ル カ リ シ リ カ 反 応

抑 制 対 策 の 方 法

BB

詈曾

使用材料欄に記載 軽量コンクけ卜の単位容積質量 ―kg/∬

クサートの コ ン ク リ ー ト の 温 度 ― ℃

の 買 使用材料欄に記 i ント 550/

び伐 イこ‐ 三 の の

塩 化 物 含 有 量 ―kg/♂ 以下 単位セ)ント量の目標| !の 1 ―kg/1f

呼び強度 を保証す る材齢 一 日
流動化後のスランプ又はスランプフローの増大量 ~C皿

空 気 里 ― %
使 用 材 料

セ メン ト生産 テ 太平洋セメント株式会社 3.04 Na20eq O/

混和材①
製品名 種 類 度 g/誘

Na20 eq

%混和材②
骨 氏Tィ、 種  類 産 地 又 は 品 名

アルll ツ) 粒の大きさ
の範囲

粗粒牽叉 |ま

籍1判 試験方法 吃

C 砕砂 愛媛県今治市大三島町肥海 A |ヒ学法 5以下 2.80 2.59 2.64 7.0± 2.0

2 砕砂 (石灰 ) 大分県津久見市上青江 A モルタルバー法 5以下 2.80 2.63 2.66 7.0± 2.0

③

畑 C 砕石 愛媛県今治市大三島町肥海 (2010) A fヒ学法 20-10 7.00 2,72 0.5± 0,5

② 砕石 愛媛県今治市大三島町肥海 (1505) A fヒ学法 15-5 6.30 2.72 0.5± 0,5

e

混和斉ピ①
製品名

マイティ1000S

種 類

AE減水斉J(標準形 I種 )
Na20 eq

%

0。 9

混和剤②
混和剤③
細骨材の塩化物量 % 水の種類 上水道水 ,回収水(上澄み水) 目標カッシ

S固
形分率

°
/c

回収骨材の使用方法 細 骨 材 粗 骨 材 スラッシ
ヾ
水のイ吏用方法

配  合  表  kg/♂
セメント

混 和 材
水
細  骨  材 粗    骨    材 混   不日   斉J

) (2) 2) ) (3)

327 175 338 503 533 438 2,22

水 セ メ ン ト比 53.5% 水 結 合 材 比 ― % 細 骨 材 率 46.9%
常材の質量配合吾‖合,混和測の使用量については,断りなしに変更する場合がある9
」IS該当品備 考



配合計算書
配 合 の 設 計 条 件

セメントの櫂学頚
による記号

の
号
卜
記
一
る

り

よ

ク

に
ン
類
コ
種 呼び強度

スランフ
°
又イまスランフ
ψ
フロー

Cm

粗骨材の最大寸法
nlm

20 BB
呼 び 方

普通 27 12

買 呼び方欄 に記 i 大 寸 法の 呼び方欄に記載セ ン の
（必
須
）
骨 材 の 種 類 使用材料欄に記載

応

法

反

方

カり

の

シ
策

り

対

カレ

井市

ア
抑

BB

一kg/】f骨材の地力)シリカ例志幽こよる区分 使用材料欄に記載 量コンクリートの

― ℃ンクリートの コ ン ク の

ン 上l長 55%水 の 種 類

斗の種類及び使用哲 使用材料及び配合表 に記載 の上 限量 の ―kg/1ゴ混和

塁 ―kg/ぜ 以下 単位セメント量の目標値の下限又は日標値の上限 ―kg/ュゴ

を る 一 日 ~~Cm

（任
意
）

指
定
事
項

空 気 里 ― %
流朝ヒ後のスランプ又はスランプフローの増大量

(1 1珍 V の よ v =10,0
(2)配合強度 (In)
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よって m=33.8 N/紆
m=α l× SL=1.250× 27=33.8N/諾
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-13.21+25.22× C/W
25,22■ (33.8+13.21)× 100=53.5%≦ 【55%(上限値)】

∴W/C=53.5 %

(3)水セメン ト比 (W/C)
W/

の 笑 W= 175よ4
(5)単位セメント量 (C) C=W■ (W/C)× 100=175■ 53.5× 100=327

Cv=C■ 密度 =327■ 3.04=108
kg/コざ
ゼ/♂
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かさ容積 =0。 615ど /ゴ    実積率 =58.0
Gv == 0.615 × 1000 × 58.0 ■ 100 == 357
Gl=G lv× 表乾密度 =196× 2.72=533
G2=G2v× 表乾密度 =161× 2.72=438

%
ゼ/ぜ
kg/コド
kg/コド

(7)単位粗骨材量(G)当 工場の実績により

G lv
C12v

″/だ
″/ぜ

(8)単位細骨材量 (S)
S lv = Sv × 40
S2v = Sv × 60
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=1000-(W+Cv+Gv+A)=
ゼ/ぜ  Sl=S lv× 表乾密度 =
″/ぜ  S2=S2v× 表乾密度 =

1000 -- 685 == 315
126 × 2.64 = 333
189 × 2.66 == 503

ゼ/だ
kg/♂
kg/だ

Sv

SvS a Gv+Sv × 100 = 46.99 1糸田半・材率 ( S

単イギ Ad=C× 327 × 0.680A = 2.22  kg(10!

配  合  表  kg/だ
混   和   剤混 和 材 細  骨  材 粗   骨   材

(1) 鬱 ) 0 (1) (2) ③
セメント

(2)
水

① ②

327 175 333 503 533 438 2.22

46。 9% :石
2010
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1505==55
=40

水セメン ト比 53.5% 細 骨 材 率
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